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EndNoteとは
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EndNoteとは・・・
EndNoteは文献情報を収集・管理する

ツールです。ジャーナルブックなどの文
献データで得られたものを、自分のデー
タベースとして保存できます。また、蓄え
た文献データをもとに論文の参考文献
リストを作成できます。

EndNoteとは
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EndNote basic(オンライン版)と
EndNoteデスクトップ版の違い
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EndNote basic デスクトップ

形態 Webサービス ソフトウェア

最新バージョン 随時更新 EndNote X9

利用期限
最後に機関内IPアドレス
経由でログイン後1年間

期限なし

データの保存場所 開発元サーバー 個人PC

利用するには 個人で登録
学術メディアセンター学内専
用ページからダウンロード

ドラッグ＆ドロップでの引用 × ◎

利用可能なスタイル数 約3,300種以上 約7,000種以上

スタイルの追加・編集 △
（編集は不可。追加は管理者のみ可）

◎

参考文献リストの雑誌名出力制御
（フル、省略形ピリオド有無）

× ◎

収録レコード件数 50,000件 制限なし
（推奨10万件）
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EndNote basic デスクトップ

ダイレクトインポートの
データベース数

700種以上 700種以上

外部データベースの
オンラインリサーチ

1,800種以上 6,000種以上

PDFからの書誌データ作成 × ◎
（要DOI）

ファイルの容量 △
（2GBまで）

◎
（制限なし。圧縮時４GB未満推奨）

書誌データから
PDF自動ダウンロード

× ◎

添付したPDF本文の横断検索 × ◎

データの共有
〇

グループ単位の共有可能
（※添付ファイルは除く）

◎
100名まで共有可

インターフェース 日本語 英語

国内サポート Clarivate Analytics 国内総代理店ユサコ
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アカウント作成方法
※Web of Scienceと共通のアカウントです。すでに登録されている方は以下の作業は不要です。
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アカウント作成方法

➊

➋

7



アカウント作成方法

➌
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アカウント作成方法

➍
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パスワードは、
英字・数字・記号をそれぞれ1つ以上使用し、
文字数は8文字以上にすること

赤枠内必須項目を
入力



アカウント作成方法

➎
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アカウント作成方法

*****

登録したメールアドレス宛にClarivateからメールが届きます。
※この時点ではまだ登録は完了していません。 11

➏

登録確認がメールが*****@juntendo.ac.jpに宛てに送信されました。

スパムフォルダを確認するか、ドメイン “@clarivate.com”のブロックを解除する必要があります。



アカウント作成方法

➐
下記のリンクをクリックし、アカウントを有効化してください。
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アカウント作成方法

13

アカウントの有効化が完了いたしました。サインインを行ってください。

➑



アカウント作成方法

メールを再送したら、もう一度➐、➑の手順で
アクセスします。
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アカウントを有効化するには、Clarivateから届いたメールのリンクをクリックしてください。

メール再送

アカウントの有効化ができなかった場合、このような画面が表示されます



アカウント作成方法

➒

➓
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アカウント作成方法

⓫
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アカウント作成方法

入門ガイド（基本操作）が表示されます 17



EndNote basicの機能
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EndNote basicの機能

EndNote basicトップページ

入門ガイドを非表示
にすると、すべての
マイレファレンスが
表示されます。
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P.4～
☞限定的なキーワードで検索してインポートを
する場合便利です。

P.12～
☞文献検索データベースに出てこない論文の
引用文献リストを作成するときに便利です。

P.17～
☞外部文献データベースからデータをインポート
することが可能です。
▶p.18～ Web of Scienceから取り込む
▶p.22～ PubMedから取り込む
▶p.28～ 医中誌から取り込む
▶p.32～ CiNii Articleから取り込む
▶p.37～ ProQuestから取り込む
▶p.43～ Google Scholarから取り込む
▶p.52～ 学術メディアセンターOPACから取り込む

P.64～
☞執筆した論文のタイトルとアブストラクトを入
力することでWeb of Scienceデータベース内

から投稿に適したジャーナルを予測・提案す
る機能です。

How to Use ：EndNote basic 検索
EndNote basicの機能
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P.4～
☞文献情報の管理はグループでの管理を
おすすめします。
グループは500個まで作成可能です。

P.8～
☞作成したグループは、他のEndNote basic版
利用者または、デスクトップ版利用者と
インターネット上で共有することができます。

P.16～
☞インポートした引用文献のデータに重複が
ある場合、重複データを削除できます。

How to Use ：EndNote basic 保存と共有

EndNote basicの機能
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P.37～
☞Word上のツールバー(Cite While You 
Write)を使わずに、参考文献リストをフォー
マットする方式です。
WordとEndNoteのアドイン連動がうまく動作
しなかったり、Wordがフリーズする場合、
このFormat Paper 機能を代用します。

How to Use ：EndNote basic 作成
EndNote basicの機能

P.4～
☞Wordで論文を執筆しながら参考文献を挿入したり、

引用文献のスタイル設定を行ったりすることができま
す。
▶p.18～ 論文を書き直し、引用文献の番号を振りなおす
▶p.22～ 参考文献を編集したい

P.32～
☞EndNote Basicのグループ内の文献データ

を対象に文献リストを作成し、原稿に張り付
ける方法です。
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